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開発における社会的ニーズ
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⾦属製錬においては、鉱⽯を500度以上の⾼温帯で焼成する、煆焼・焙焼⼯程があ
ります。
この⼯程はロータリーキルンなどを⽤いたエネルギー効率が⽐較的低いプロセスであり、ま
た⼤量の化⽯燃料を使⽤するため、CO2排出量の削減は製錬業界におけるカーボン
ニュートラル実現に向けた⼤きな課題の⼀つです。

また、⼀部の⾮鉄⾦属の製錬は中国など特定の国に依存しており、経済安全保障の
観点から新しい供給網の早期確⽴が求められています。



開発における社会的ニーズ

マイクロ波を活⽤した製錬技術の新たな電化プラットフォーム 
“Green Mining-MX”
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マイクロ波を利⽤することで⾼効率かつCO2排出量を⼤幅に抑えた製錬プロセスの電
化を実現し、経済安全保障の促進にも貢献して参ります。

現在、⾃社開発した標準ベンチ機「Green Mining-MxB」によって様々な鉱⽯を対
象として焼成試験を⾏なっています。



マイクロ波活⽤の意味
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⾼効率かつ再⽣可能エネルギーと組み合わせることでCO2排出量を⼤幅に抑制した
製錬プロセスを実現し、経済安全保障の促進にも貢献します。



今後の展望
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鉱⼭プロセスの電化による脱炭素と経済安全保障の実現

リチウムについては2026年に商業化し、豪州やカナダなどのリチウム鉱⼭・資源メーカー
への設備導⼊を⽬指して開発中ですが、それ以外の鉱⽯にも適⽤範囲を拡⼤し、
2026年の社会実装に向けて開発を鋭意進めています。
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